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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委4二／

　　　第3回宇宙闘発委貴会宗：例会議議事要旨、

日時　陥祁46年3月3日（水）
　　　　　’午後2時～3時

場所　宇宙開発≡委曲会会議室：

議　題　　　ω　　「たんせい」打上げについて

”（2）学宙鹸に託る鉢禰に？いて

配布功科

3一ノ　：第2匝1定1列会議議事要旨

3二ρ　宇宙開発に点する吾本計爾（案）

3－3　MS－丁工および’M－4s－2号磯発夢文

衝記者
　　　　　　　　9　，　　　　　　　’　　　　　　　　ρ

肇　負．・、　．　　山県島夫
　　　　　　　　＼　　〃

　　〃
　　　　　　　　　　　　、
　　〃

諌明者1　　　　・　、　・

　東京大学宇宙航空研究所教授

　東京大学生産技術研究所教授

隊1係各省庁聯員等　・

　科学技術事務次官

　科学技術庁研究調整局長

　科学技術庁宇宙開発参事官

一外務省国隠連合局外務参事官

　　　　　　、　　　　　　　　　　1
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通商産二二重工栗局次長

’通商産三省璽工莱技術院総務
部長　　　・　　　　　　、

二二三姫朗参事官／．

文部省大学学術局審議立

引i象庁総務部長

悔上保安庁総務尊長：

郵政省電波監理局審議官

庭設大臣丁丁技術参事宮　　一

山　形’栄　治
　（．代理：撫佐）　　’

・黒 i点出，蕊）・

高橋寿夫
　（代理：高谷）

渋　谷』敬　三
　（代」難：鈴木）
　　　　　　　　　　　　　＼
上　平　輝　雄　　　　　、

蝿（鱒

　（代理：山崎）

太　原　幹　夫
　（代理：影山他．）

　　岡　康　治増
　（代理：．中村メ

　’オブザーバ

　　　’．東京大学宇宙航空研究所馬蝉課　大∫野　勝　男

　　　　　　　　　　　　グ　　　　　　秋・元　春．雄b

　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　一
　　事務局

　　　　’科学技術庁宇宙企画課長　　　　園　山　重　四二

6　議事内容．

ω第2樹齢灘事難灘生れた・　　：

働玉綿蘭徽から・回る6日批げ鱒「たんせ
　　い」備星および恥4s－2号灘つ吟て説明があったのム

　　次の質疑があった。　、一

　　ω　山県亀湘ASAの追跡協力は会後どうなる（6か。

　　＼　　　㌃玉木吟のとこ二一4β一3号撫でやってもらえる・

　　一　　ごとになってい：る。

　　　　　　　　　　　　　　、　　　　、

ノ
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●，

　　　　　また・テレメぎターも・NA．s岬禰で打上げ御8

　　　　　時開やつてもらった。レかし・3ケ月間も追跡を依頼

　　　　　するQはとても気がひけるととでありいつまでも．NA

　　　　　　SAの好意に甘える（ρはどうかと思う。

　　　山県論脚気灘続離鰻1膨訟1

（3）輸融ら謝本門敵ついて謝弓があったのち・これ欝、

●　謡し、別海のとおり議決した。なお、審議の嫌、次の質疑があ

　つた。

　ω　網島：この案は改正なのか、それとも新たに定めるものな，

　　　　　のか
　　　ノ
　　　・事務局＝新たに定めると考えている。

　＠一綱島：宇宙開発計画は毎年見直すことになうているが、．そ

　　　　　れによって開発計画が改定された場合、どうずるのか。

　　　事務局欄発計酬敬定された搬は・野墓奉計画も改め

　　　　　ることになる。しかし昭和45年度決定が改定され・

　　，　加限り・rのまま郊野鰭難塗いものと考えら・

　　　　　れる。’　，

　　　網島：基本計画にこの（昭和45年度決定）を入れること

　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ　　　　　　ノ

　　　　　の必要性はどっか。

　　　事務局＼開和45年童決定と書き入れる方がよいもの≧考

　　　　　　えられる。　　一　　　　、　　’　．　　　，’‘

／．

　　　　の　吉識：「なお、」以下の2行の位置が少しおかしいと思う。

　　　　　　　　　例えば、「．．．．方針に沿ってそ¢∫開発を・…　　」

　　　　　　　　　以下3行を「…　　方針に沿って　その卵発を実際に

　　　　　．　テ回るには、宇三巴三余・∴」とするか・鮫

　　　　　　　隔鵬畿畿忌門三二

　　　　　’　　おかしいかもしれないが、内容はよくわかるのでこれ

　　　　　　　　　でもよいのではないか②

　　　　　　　大野：方針にはクつの事項があるが」具体的なやり方はノ宇

　　　　　　　　　宙醗委蝕醍麗の聯るという意味にとれ砂

　　　　　　　　　でこれでもよいと思う。　　　　　　　　魅冒

　　　　　　　山県：歴史的にすでにあったものに2行付け加えたので、

　　　　　　　　　止むをえないと思う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
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　　　　一　癖部会の繍事脈ついて《劉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和46年4月7日
　　＼．　　　’　　一　　　’　　　字宙開発委員会

　　　　（・）三思項’∫　一　　一

●　禰蜘凍漱学三三空締において回れた昭

　　　　　湘45田図漱醐・ケット無の蘇（群翻嚇雑．

　　　　　　除く。）および宇宙開発事菜団において行なわμ咋第3回ロケ

　　　　’ヅト打上げ実験の蘇を評価するために必要旅術的鞍につ・く

　　　　　　いて調査審哉するとどもに、宇宙開発に関する信噸性の菅理に

　　　　　、関す鋼の醐について鞭するもの轡・ン

　　　　　（2）審議期聞　　　　　・　．　　　　　　ノ　　　　　　・鉢．

　　　　　　　上記事項の審議は、焔和4－6年4月に開始し・丁年5月まで

」●　　に織ることを目途とオる・
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